
舞
鶴

市
公

式
LIN

E
ア

カ
ウ

ン
ト

防
災

情
報

、
市

政
・

イ
ベ

ン
ト

情
報

な
ど

▶
登

録
は

、
こ

ち
ら

の
コ

ー
ド

か
ら

　
広

報
ま

い
づ

る
11

月
号

発
行

・
舞

鶴
市

（
〒

6
2
5
-8

5
5
5
 京

都
府

舞
鶴

市
字

北
吸

1
0
4
4
、

☎
6
2
・

2
3
0
0
）

※
☎

…
舞

鶴
市

内
の

電
話

番
号

で
は

市
外

局
番

（
0773）

を
省

略
し

て
い

ま
す

。
編

集
・

広
報

広
聴

課
（

☎
66・

1041、
ＦＡＸ

62・
7951）　

　
基

本
デ

ザ
イ

ン
、

一
部

編
集

、
印

刷
・

有
限

会
社

多
田

印
刷

所

　
舞
鶴
の
特
産
品
や
お
土
産
な
ど
を
抽
選
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。問
題
の
○
に
当
て
は
ま
る
文
字
や

数
字
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。ヒ
ン
ト
は
紙
面
の
中
に
。

ク
イ
ズ
に
答
え
て
ス
テ
キ
な
商
品
を
当
て
よ
う
！

広
報
ク
イ
ズ

問題
１
時
代
を
担
う
若
者
や
子
ど
も
達
が
育
つ
ま
ち

「
〇
〇
チ
ャ
レ
ン
ジ
」事
業

問題
2
令
和
元
年
度
〇
〇
特
集

問題
3
〇
月
〇
日
か
ら
各
種
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト

【
広
報
ま
い
づ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
】

▪「
広
報
ま
い
づ
る
」の
内
容
の
満
足
度

は
、次
の
う
ち
ど
れ
で
す
か
？

①
大
変
良
い　
②
良
い

③
不
満　
④
大
変
不
満

▪
広
報
ま
い
づ
る
11
月
号
で
面
白
か
っ

た
記
事
は
何
で
す
か
？

▪
令
和
元
年
度
決
算
の
概
要
を
読
ん
だ

感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】

「
は
が
き（
〒
6
2
5
‐
8
5
5
5（
住

所
不
要
）舞
鶴
市
役
所
広
報
広
聴
課
あ
て
）」

か「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
応
募
フ
ォ
ー
ム（
左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）」で
①
ク
イ

ズ
の
答
え
②「
広
報
ま
い
づ
る
」ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
③
住
所
④
氏
名（
ふ
り
が
な
） 

⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
広
報
紙
や
市
政
へ

の
ご
意
見
な
ど
を
記
入
し
、11
月
25
日
㈬

（
消
印
有
効
）ま
で
に
広
報
広
聴
課
へ
。

※
応
募
は
１
人
１
通
。
当
選
者
は
全
問
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
の
う
え
決
定
。
発
表
は
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
感
想
、ご
意
見
は
、
匿

名
で
広
報
紙
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ご
意
見
の
内
容
は
抽
選
に
影

響
し
ま
せ
ん
。

【
10
月
号
の
答
え
】

①
７
１
１
９　

②
引
き
揚
げ　

③
蛇

11
月
号
プ
レ
ゼ
ン
ト

地
獲
れ
魚
介
類
の
ソ
フ
ト
干
物
を
３
名
様
に

干
物
の
概
念
を
覆
す
、ふ
っ
く
ら
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
ソ
フ

ト
干
物
。
徹
底
的
な
血
抜
き
を
中
心
に
下
処
理
を
丁

寧
に
行
っ
て
い
る
た
め
臭
み
が
な
い
の
も
特
長
で
す
。

ENDEAVOR

で
は

魚
介
類
が
大
好
き

な
ス
タ
ッ
フ
が
市
内

で
取
れ
た
新
鮮
な

魚
介
類
を
主
に
水

産
加
工
品
を
ネ
ッ
ト

な
ど
で
販
売
。イ
ン

ス
タ
も
更
新
中
。

❖
提
供
…E

エ

ン

デ

バ

ー

ND
EAVO

R

　
（
字
長
浜
５
０
８
、☎
０
９
０
・
５
０
１
４
・
３
８
３
１
）

全
国
大
会
等
で
優
勝
、叙
勲
を
紹
介

全
国
大
会
で
優
勝

☆
全
国
高
等
学
校
ボ
ー
ト
選
手
権
特
別
大
会

　（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
代
替
大
会
）

（
９
月
17
日
～
20
日
、大
阪
府
）

❖
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
優
勝

　
倉
内
洋
輝
、永
井
大
地（
以
上
東
舞
鶴
高
３
年
）

　
（
以
上
敬
称
略
）

　
全
国
制
覇
は
創
部
37
年
目
で
初
の
こ
と
。２
人

乗
り
距
離
１
，
０
０
０
㍍
で
争
わ
れ
た
男
子
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
で
２
人
は
予
選
か
ら
１
位
を
譲
ら
ず
、

決
勝
で
は
２
位
と
０・44
秒
差
で
勝
利
。優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。倉
内
洋
輝
さ
ん
は「
ま
さ
か
優
勝
で

き
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。３
年
間
で

一
番
い
い
レ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た
」、永
井
大
地
さ

ん
は
「
決
勝
で
は
残
り
２
０
０
㍍
で
頭
一
つ
出
て

い
て
い
け
る
と
思
っ
て
声
を
出
し
て
鼓
舞
し
ま

し
た
。普
段
は
１
，０
０
０
㍍
漕
ぐ
と
し
ん
ど
い
で

す
が
、こ
の
レ
ー
ス
は
し
ん
ど
く
な
か
っ
た
で
す
」

と
優
勝
の
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

※時期ごとに一番旬のものを
選んでお贈りします

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▪
瑞
宝
双
光
章

池
田
鉄
兵（
安
岡
町
）防
衛
功
労（
元
１
等
海
尉
）

岡
本
不
二
男（
志
高
）防
衛
功
労（
元
３
等
海
佐
）

河
野
弘
典（
泉
源
寺
）防
衛
功
労（
元
３
等
海
佐
）

木
村
靖
彦（
市
場
）防
衛
功
労（
元
２
等
海
佐
）

窪
田
保
司（
北
浜
町
）海
上
保
安
功
労

（
元
海
上
保
安
官
）

鈴
木
健
司（
高
野
台
）海
上
保
安
功
労

（
元
海
上
保
安
官
）

辻
本
昭
一（
桃
山
町
）防
衛
功
労（
元
２
等
海
尉
）

西
野
正
章（
上
根
）消
防
功
労

（
元
舞
鶴
市
消
防
藍
）

橋
村
文
三（
溝
尻
中
町
）防
衛
功
労

（
元
３
等
海
佐
）

▪
瑞
宝
単
光
章

赤
塚
宏（
愛
宕
中
町
）防
衛
功
労（
元
３
等
海
尉
）

菊
地
尚
志（
田
中
町
）防
衛
功
労（
元
３
等
海
尉
）

澤
田
勝
之（
八
反
田
北
町
）防
衛
功
労

（
元
３
等
海
尉
）

塩
尻
正
明（
溝
尻
）海
上
保
安
功
労

（
元
海
上
保
安
官
）

谷
口
勉（
引
土
）警
察
功
労

（
元
京
都
府
警
部
補
）

辻
正（
引
土
）防
衛
功
労

（
元
３
等
海
尉
）

仲
田
弘
幸（
万
願
寺
）矯
正
業
務
功
労

（
元
法
務
事
務
官
）

（
以
上
敬
称
略
、11
月
３
日
発
令
）


